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研究成果の概要（和文）：近代社会との接触の歴史が浅いまま独立したパプアニューギニアであるが、近年、「伝統的
共同体」に依拠した集団原理とは異なる新たな思想・組織化の動きがローカルレベルで出現しつつある。これらの動き
に対して、西洋的な起源を持つ「公共圏」の概念が適用できるかを、地方、都市のそれぞれで住民への調査により考察
した。これらの現象はいくつかの点で西洋的な公共圏とは異なる特徴があることがわかったが、これを独自の公共圏と
とらえてその意味を積極的に示すべきか、あるいは西洋の公共圏とは異なる概念として説明すべきかは、今後の課題と
なった。

研究成果の概要（英文）：In Papua New Guinea, which has a short history of contact with modern European 
societies, there appear new social movements and organizations which are not based on traditional 
communities, but based on new principles. We conducted field research in cities and villages in Papua New 
Guinea, and tried to verify the hypothesis that these new movements can be explained by the concept of 
‘pubic sphere’, which originated in Europe. We found that some of the characteristics of these 
movements are different from those of ‘public sphere’, and it is not yet clear whether they should be 
explained by the concept of ‘public sphere’, or a new concept should be applied.
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１．研究開始当初の背景 
近代社会との接触の歴史が浅いまま独立し
たパプアニューギニアでは、豊富な経済的資
源がありながら、その利益を国民に十分配分
することができず、近代市民社会への移行が
成功していないと言われてきた。しかし、近
年の研究では、選挙や開発といった西洋の制
度的枠組みを契機として、都市・農村地域と
もに「伝統的共同体」に依拠した集団原理と
は異なる新たな思想・組織化の原理が出現し
つつあり、西洋的な近代市民社会とは異なる
社会体制構築の可能性が認められることが
わかってきた。これらの動きに対して、西洋
起源の概念である「公共圏」の概念が適用で
きるのかという疑問が研究者間で議論され
てきた。近年の「公共性」の議論を単純に援
用するならば、パプアニューギニアでは「誰
に対しても開かれている、異質な議論を受け
入れる」という意味での公共性は、これまで
は存在していなかった。そしてそのことによ
り近代的な市民社会が達成できず、そのため
パプアニューギニアという国家は様々な社
会問題を解決できないのだ、という解釈にな
る。しかし、都市・地方における上記のよう
な新しい動きを見るならば、そこには伝統的
な「共同体」とは異なる集団意識が現れてき
ており、西洋とは異なる形での「公共性」・「公
共圏」が成立する可能性を秘めている。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、以上のようなパプアニュー
ギニアにおいて、近年現れつつある新しい社
会的な動きや組織を調査することにより、西
洋起源である「公共圏」の概念が適用できる
のか、あるいは独自の公共性や公共圏という
ものが成立していると考えるのが適切かを
考察することである。この問題に対して、こ
れまで長年にわたりパプアニューギニアの
各地でフィールドワークを重ねてきた研究
者たちが協働することによって、公共性・公
共圏の概念の適用可能性を研究した。 
 
３．研究の方法 
以上の問題を考察するに際して、以下のよ
うに、地方（農村部）と都市において新たに
出現しつつある社会運動や社会組織を調査
した。 
第一は、地方（農村部）において出現しつ
つある新たな集団意識・行動、および組織形
成の確認である。特に外部からの開発的介入
により、土地その他が資源として認識されて
いる地域を対象として、その新たな集団意
識・行動・組織の特徴を明らかにした。 
第二は、都市において出現しつつある新た
な集団意識・行動・組織の調査である。中流
層ならびに「セトゥルメント」における新た
な集団意識・行動の実態を把握することに努
めた。 
第三は、これら新しい集団組織形成と住民
が有する新しい思想・知識との関係について

の調査である。これまで「開発思想」に焦点
をあててきた研究代表者たちの研究蓄積か
ら、住民の間で伝統的な自然観・世界観と近
代的思想・知識が複雑に絡み合いながら新た
な思想・知識が構築されていくことが明らか
になってきた。こうした新しい思想・知識が、
ここで注目する新たな集団の形成において
どのような機能を果たしているのかを調査
した。 
 
４．研究成果 
これらの新しい社会運動や社会組織は、い
くつかの点で西洋的な公共圏とは異なる特
徴があることがわかった。たとえば、公共と
される空間においても、絶えず血縁・地縁の
意識が伴うことが観察された。そこには村落
共同体・親族集団・家族・新たな利益集団な
どの意識が取り込まれ、西洋的な公共圏とは
明らかに異質な意識が観察された。 
このようにパプアニューギニアにおいて
は西洋的な公共圏とは明らかに異なる点が
見られるが、これを独自の公共圏ととらえて
その意味を積極的に示すべきか、あるいは西
洋の公共圏とは異なる概念として説明すべ
きかは、今後の課題となった。 
本研究の成果は、パプアニューギニア大学
で行われたワークショップで、豊田と熊谷の
口頭発表で現地の研究者を相手に示された。
また豊田はやはりパプアニューギニア大学
で行われたワイガニセミナーで口頭発表を
行い、現地研究者との議論を行った。また各
研究分担者が英語論文を著し、英語による論
文集の刊行が可能になった。 
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